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A 110　ご飯心平槍妓に->いて（乍1報）

　　　　松下電器　　黒田敬子
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1的　　ご飯・物桂測定俵とレてit. 平行板7* 7ストメ-ター. チ7ス半・、ロメーター等

の潮先機器i. 用ﾚヽる方-A ヵぐ報告ぎれてヽ､ヽる.iた. その際の飯試料にっ･リ￥ると. 飯粒

を独立させて粒それ営体K 7ヅフ測定する方-;i と、一良量り塊として-;!'J 定するオ誄h ・2

種があ右><、蔓際にご飯t食べ' る時μ、粒としt j- 1 -i　あ? 雌度■!>塊k ，てtrぺ｀るのて

後者・雪娘。方、し食:味k. ・関連が高、ヽｋ考えらn る. そこで、塊k レて。I 飯。物性八つ

い-c 皺封寸i I ヒとレ試料飯01周製・法、試料用塊の調製え-A A-び'レ才●ジー的に得i

れたデー9 η解所書μ JレフVヽて､拷討レた。

方誄　　鼻らし終了後の米飯を直い-ZZ§ 及ふ･7 ?料量し、それぞ八いりヽr^、烏い0≪，。

及ざit Zら・し高さZO ，・ｸ円箭型に威形レ. 佩料とレだ。物赳冽支a .平行板闇r- T試料

t鳶姉し。１一着寛変化A び゛鳶綿侍止､時の応力緩和現象を-M'l支しr- .得り八Tこ±.一身tif

綾μ、主成介冷肘浹で解鋳し. 物姓・構造因子を筏討しf -。

結果　　歪一荷重曲線上､吋旱られた物姓特桂値t ＋､り則定レn。これらii ，0 L ヵヽげ。ヤ

ンダキ, ⑧i.?･芦時・荷t:．③雅和吟哩、④除t:時・付鳥率X- ある。更t: 大試料・場合t

小1式料レこフいて、ののc t比穀レた。主我冷ヽ冷肺の結果. これらc?特杜殖μ、3 グ;ﾚｰﾌﾟ

μ分けら八、(3》硬さ|こ蘭する因子、(原)粘りiこ闇寸る郷子. の舌?" わりμ閤t I 因子て'ある

ことかご示唆さ銭r- 。

A Ill
ご｀飯の評価塙にっいて（第z報）

松下電器　溥､后敬手

目的　　ご飯の食味評価t 物性ヒ。喘には高^^オ目関関係のあるz t が知られているぶヽ, v"

のような物珪特桂値が'ビ｀の超濃爰動レμ場金、食味μ明櫨な影刄が｀生ずi *ヽ4:い, た; V;

は不明り点が多ら本χ｡験は、ご飯'?食味坪'f≫ kしT <n物杜姻定法の;i^立乞目的しレ、官

能核査と｡物姓特桂植と。対応乞検村レた.

y‘喊　　米は新潟麦コヅ<C声ﾀt.畢（炊飯タ浅・異なるμ試料I･: っ.ヽズ, 物杜劃定£び

官能粳査t 行なっμ．炊飯才法μ、加水± 乞変化さ延.加黙時り単位時闇当1 携齢エネル

ギー量、あ% いは圧力1 ヵヽnる等、加黙衆坪を変化させr-. 物捨浙定u.前早8. にX報告レ

た方法Zヽ｀行な、r- ．官能棟査ド-y､､ヽては.外観、j> まみ、硬ざ、私感.^ びヽ総合評価り5"痍

S で、各項g ;■'̂ μ、－5 ～十J Ax-、7段階評価法で行な｀．Tt 。

銘集　　t能旅査r'の総を評徊と各評播項目と・犀1ゑマヽ･ぼ、うまお、触薦が瀞r~ 眉間ヵぐも

*｀、た．新合評価μ対レス.物孤特捨値i^回帰命竹レTり参集、i相関係数、.f2 n 回帰式

を得i こV:ざX" き.米唯反・食味評掃力捕ヒレて．物凍側定娘り支甲桂ぶ認if られｱこ．n お

ペネ､レI.;つ・ヽ-tは. 噪東､、闇* μよう評佃．.^遥.、尊令、種別ﾚ-. つ･'て"^ 袈動等t 考慮し

^ 中広<､屎挺レ･ これら/ヽ?ネル闇変動n ->ヽヽXi ^ %レT-- ．
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